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79 
被
用
者
の
負
担
金
に
つ
い
て
ー
事
情
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
被
用
者
自
ら
の
負
担
金
は
利
息
付
ま
た
は
無
利
息
で
返
還
さ
れ
る
。
②
 
こ
れ
は
同
制
度
の
基
本
的
原
則
の
―
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
古
い
制
度
の
多
く
は
無
利
息
で
あ
る
が
、
適
当
な
利
息
を
つ
け
る
こ
と
が
今
日
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
被
保
険
式
で
は
被
用
者
は
通
常
返
還
金
を
も
ら
う
か
、
標
準
退
職
年
令
で
支
給
開
始
の
年
金
を
受
け
る
か
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
負
担
金
を
保
険
会
社
へ
存
置
す
る
こ
と
に
し
た
と
き
で
も
、
年
金
開
始
前
い
つ
で
も
返
還
(a) 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
1
離
職
給
付
（
川
元
）
の
外
に
年
金
制
度
自
身
の
終
了
に
つ
い
て
付
記
し
た
。
退
職
年
金
制
度
は
元
来
退
職
年
金
を
与
え
る
た
め
に
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
的
小
さ
い
割
合
な
が
ら
退
職
ま
で
麗
主
の
下
に
留
っ
て
い
な
い
人
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
退
職
年
令
前
に
種
々
な
る
事
情
で
会
社
と
の
関
係
を
絶
つ
に
至
る
被
用
者
の
権
利
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
事
情
は
離
職
・
死
亡
・
廃
疾
の
三
項
目
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
こ
ー
五
離
職
・
死
亡
・
廃
疾
給
付
お
よ
び
制
度
の
終
了
JI 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
元 国
英
80 
で
き
る
。
(b） 
米
国
忠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
回
四
支
給
形
態
の
点
か
ら
は
雇
主
負
担
金
の
金
と
し
て
引
出
し
得
る
権
利
を
保
留
し
て
い
る
。
な
お
個
別
年
金
（
或
い
ほ
保
険
年
金
）
契
約
団
体
取
扱
或
い
は
団
体
保
険
年
金
制
度
で
は
被
用
者
は
そ
の
負
担
金
で
離
職
の
と
き
ま
で
に
購
入
し
た
年
金
額
を
保
持
で
き
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
契
約
の
保
険
料
払
込
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
記
年
金
額
を
増
す
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
自
家
年
金
で
は
被
用
者
は
通
常
た
だ
返
還
金
の
形
だ
け
で
自
己
の
負
担
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
雇
主
の
負
担
金
に
つ
い
て
ー
雇
主
負
担
金
に
対
す
る
被
用
者
の
権
利
は
年
金
協
約
に
お
け
る
そ
の
権
利
帰
属
の
規
定
に
よ
る
。
権
利
帰
属
(vesting)
の
語
は
雇
主
負
担
金
に
対
す
る
被
用
者
所
有
の
権
利
に
関
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
規
定
で
は
い
時
の
点
か
ら
は
即
時
権
利
帰
属
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
或
る
年
令
と
勤
務
年
数
の
条
件
が
充
足
さ
れ
る
ま
で
帰
属
を
延
期
す
る
こ
と
も
回
金
額
の
点
か
ら
は
雇
主
負
担
金
の
全
部
帰
属
の
こ
と
も
あ
れ
ば
一
部
帰
属
の
こ
と
も
あ
る
。
多
く
の
制
度
で
は
甚
本
的
条
件
を
充
た
す
と
き
に
は
全
部
帰
属
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
若
干
の
制
度
で
は
い
わ
ゆ
る
段
階
式
帰
属
法
、
す
な
わ
ち
条
件
充
足
の
程
度
に
従
い
帰
属
の
割
合
を
異
に
す
る
ス
ラ
イ
ド
式
逓
増
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
一
0
年
勤
務
後
に
は
四
0
彩
帰
属
、
二
五
年
勤
務
後
に
は
全
額
帰
属
(
-
五
年
勤
務
後
且
つ
五
五
才
到
達
の
と
き
も
同
様
）
と
な
る
。
一
括
払
を
含
み
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
な
か
に
は
無
返
還
据
置
年
金
に
限
定
す
る
も
の
も
あ
る
。
最
後
に
権
利
帰
属
が
絶
対
的
な
り
や
条
件
的
な
り
や
の
区
別
が
あ
る
。
絶
対
的
帰
属
と
は
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
基
本
的
条
件
が
充
た
さ
れ
た
と
き
は
何
時
で
も
全
部
的
に
一
雇
主
負
担
金
に
対
し
て
権
利
帰
属
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
権
利
帰
属
は
雇
用
終
了
の
事
情
、
す
な
わ
ち
離
職
・
死
亡
・
廃
疾
の
如
何
を
問
わ
ず
生
ず
る
。
他
方
条
件
的
帰
属
は
た
だ
或
る
事
情
、
通
常
離
職
の
場
合
だ
け
権
利
帰
属
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
上
こ
の
種
の
条
件
的
帰
属
の
規
定
は
非
常
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
権
利
帰
属
の
語
は
普
通
被
用
者
の
離
職
の
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
語
は
上
記
の
意
味
以
上
に
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
（
川
元
）
81 
2
死
亡
給
付
こ
と
で
あ
ろ
う
。
(Jll元）
れ
を
規
定
に
使
用
す
る
に
際
し
て
は
こ
の
語
の
下
に
起
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
明
確
に
指
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
条
件
的
帰
属
で
は
い
ま
―
つ
の
条
件
の
形
が
、
大
多
数
の
団
体
年
金
を
含
み
多
数
の
制
度
に
、
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
離
職
に
際
し
て
被
用
者
が
自
ら
の
負
担
金
を
一
括
金
で
な
く
、
据
置
年
金
で
受
取
る
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
の
み
、
雇
主
の
負
担
金
も
被
用
者
に
帰
③
 
大
多
数
の
年
金
制
度
で
離
職
の
と
き
何
等
か
の
形
で
権
利
帰
属
を
認
め
る
規
定
が
あ
る
が
、
重
要
な
例
外
は
団
体
交
渉
型
で
あ
る
。
こ
の
場
合
早
期
退
職
規
定
の
下
に
利
用
し
得
る
帰
属
以
外
は
一
切
与
え
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
将
来
は
こ
の
方
面
も
改
善
さ
れ
て
行
く
権
利
帰
属
は
実
際
上
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
勤
務
年
数
或
い
は
勤
務
年
数
と
年
令
と
の
結
合
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
全
部
即
時
帰
属
は
頗
る
稀
で
あ
る
。
年
令
だ
け
の
条
件
に
よ
る
帰
属
も
極
く
少
数
で
あ
る
。
勤
務
年
数
の
観
点
か
ら
最
も
普
通
の
要
求
は
五
年
-
0年
一
五
年
或
い
は
二
0
年
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
後
の
方
の
期
間
が
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
年
令
の
条
件
と
し
て
は
四
五
、
五
0
、
五
五
或
い
は
六
0
オ
が
普
通
用
い
ら
れ
て
い
る
。
B
a
n
k
e
r
s
T
r
u
s
t
 Co.
が
最
近
行
っ
た
慣
習
型
に
つ
い
て
の
二
つ
の
調
査
に
基
づ
き
、
婦
属
規
定
の
概
要
を
統
計
的
に
示
し
た
も
の
が
第
6
表
で
あ
る
。
権
利
帰
属
規
定
の
挿
入
は
年
金
コ
ス
ト
の
増
加
を
来
す
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
も
っ
と
も
年
令
と
勤
務
期
間
の
条
件
は
大
い
に
コ
ス
ト
を
減
少
す
る
。
こ
れ
は
離
職
の
大
き
い
部
分
が
低
年
令
で
且
つ
短
期
勤
務
後
に
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
団
体
年
金
を
み
る
に
、
権
利
帰
属
は
無
酸
出
制
で
は
醐
出
制
ほ
ど
普
通
で
は
な
い
。
し
か
し
従
前
よ
り
も
多
く
の
雇
主
が
こ
の
山
給
付
を
与
え
て
い
る
。
米
国
冦
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
82 
し
か
し
死
亡
給
付
が
他
の
形
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
1
1
2
-
4
 
1
2
2
一5
回
無
醸
出
の
場
合
ー
無
醸
出
制
で
は
死
亡
給
付
の
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
習
慣
的
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
の
み
で
な
く
退
職
後
の
場
合
も
）
。
係
に
一
定
の
死
亡
給
付
、
す
な
わ
ち
均
一
額
或
い
は
死
亡
者
の
一
年
分
の
給
料
に
等
し
い
金
額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
被
保
険
式
の
個
別
保
険
年
金
契
約
団
体
取
扱
や
団
体
保
険
年
金
は
退
職
給
付
と
と
も
に
自
動
的
に
死
亡
給
付
を
も
含
ん
で
い
る
。
前
者
に
お
け
る
死
亡
給
付
の
金
額
は
普
通
退
職
時
の
年
金
月
額
各
一
0
ド
ル
に
対
し
一
0
0
0ド
ル
或
い
は
現
金
価
格
（
（
ど
ち
ら
で
も
大
き
い
方
）
そ
の
説
明
は
次
の
無
醸
出
制
の
項
に
ゆ
ず
る
。
第 6 表
最近新設或いは修正の退職年金制度にお
ける離戦の際の雇主負担金権利帰属規定
1948~50* 1950~52※ 
年 制 度 年制度
19彩 24彩
権利帰属の種類
権利帰属なし
勤務年数完了を条件とする権利帰属
10年或いほ同年未憐
15年
20年或いは同年超
計
一定年令到達を条件とする権利帰属
50オ
55オ
60オ
計
10年乃至20年勤務完了及び一定年令
到達を条件とする権利帰屈
45オ或いは同オ未満
50オ
55オ
60オ
計
年令或いは勤務年数条件無し即時権利
帰属 3 
解雇のみを条件とする権利帰属 3 
資料不完全 1 
合計 100 
・新設制度 100および修正制度 117を含む。
※ I 97 I I 138 1 
D.M. McGill: ibid., p.60 
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1
3
 
米
国
秋
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
国
2
-
2
-
1
0
 ゜
ー
（
川
元
）
自
家
年
金
で
は
雇
主
負
担
金
と
無
関
（
退
職
前
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
制
度
の
型
に
よ
る
わ
け
で
、
上
記
の
外
の
死
亡
給
付
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
前
後
を
問
わ
ず
、
普
通
そ
れ
は
雇
主
に
返
還
さ
れ
る
。
担
金
に
つ
い
て
は
、
団
体
年
金
で
は
死
亡
時
の
退
職
求
し
て
い
る
。
な
お
被
用
者
死
亡
の
と
き
の
雇
主
負
の
州
で
は
被
用
者
負
担
金
の
こ
の
処
理
を
法
律
で
要
さ
れ
る
。
こ
の
給
付
は
一
括
金
と
し
て
死
亡
被
用
者
出
制
で
は
死
亡
被
用
者
負
担
金
の
利
息
付
或
い
は
無
固
利
息
積
立
金
に
相
当
す
る
死
亡
給
付
が
つ
ね
に
支
給
の
遺
産
ま
た
は
指
定
受
取
人
に
支
払
わ
れ
る
。
若
干
固
退
職
前
死
亡
給
付
り
醸
出
制
の
場
合
ー
醸
四
83 
（
川
元
）
い
、
修
正
現
金
返
還
付
年
金
選
択
権
の
行
使
さ
れ
た
場
合
に
は
、
払
込
ま
れ
た
被
用
者
負
担
金
総
額
か
ら
既
支
払
年
金
総
額
を
差
引
い
た
残
額
を
返
還
し
て
い
る
。
な
お
何
れ
の
種
類
の
退
職
年
金
制
度
に
し
ろ
、
そ
の
採
用
の
標
準
的
支
給
形
態
は
選
択
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
給
付
の
大
き
さ
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
退
職
給
付
の
費
用
だ
け
で
行
う
も
の
も
あ
れ
ぼ
、
特
別
の
費
用
廃
疾
給
付
ー
実
際
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
年
金
制
度
は
疾
病
或
い
は
傷
害
の
た
め
一
時
労
働
不
能
に
な
っ
た
被
用
者
を
保
護
す
る
規
定
を
含
ん
で
い
る
。
傷
害
或
い
は
疾
病
に
よ
り
永
久
に
労
働
不
能
に
な
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
永
久
全
部
廃
疾
に
対
し
て
は
、
年
金
制
度
の
大
部
分
で
は
、
早
期
退
職
特
権
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
救
済
以
外
に
は
何
の
規
定
も
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
同
規
定
で
は
、
標
準
退
職
年
令
よ
り
も
早
く
退
職
の
被
用
者
が
、
一
定
年
令
お
よ
び
勤
務
年
限
条
件
を
充
し
た
と
き
、
こ
れ
に
減
額
し
た
給
付
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
経
験
上
廃
疾
に
な
る
率
は
高
年
令
で
最
も
大
き
く
、
ま
た
最
も
多
く
の
早
期
退
職
は
廃
疾
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
永
久
全
部
廃
疾
に
な
っ
た
被
用
者
の
大
部
分
は
早
期
退
職
へ
の
受
給
条
件
を
充
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
若
干
の
制
度
で
は
廃
疾
被
用
者
に
、
よ
り
低
年
令
で
且
つ
よ
り
少
な
い
勤
務
年
数
で
も
退
職
を
許
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
そ
の
年
3
 
米
国
底
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
~
の
支
出
を
加
え
て
行
う
も
の
も
あ
る
。
に
無
醸
出
制
の
普
通
の
形
態
で
は
如
何
な
る
死
亡
給
付
も
与
え
ら
れ
な
い
。
五
一
方
多
数
の
醸
出
制
で
は
年
金
管
理
上
の
諸
規
定
に
従
(b） 
退
職
後
死
亡
給
付
ー
退
職
後
の
死
亡
に
対
す
る
給
付
は
退
職
年
金
が
支
給
さ
れ
る
標
準
的
形
態
に
左
右
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
て
死
亡
給
付
を
与
え
て
い
る
。
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
後
者
で
は
年
金
月
額
各
一
0
ド
ル
に
対
し
て
一
0
0
0ド
ル
の
保
険
を
与
え
て
い
る
。
団
体
年
金
で
は
死
亡
給
付
と
し
て
前
述
の
通
り
死
亡
が
退
職
の
前
後
如
何
を
問
わ
ず
、
被
用
者
負
担
金
の
返
還
以
外
何
等
支
給
し
な
い
か
ら
、
無
醸
出
の
と
き
は
何
の
返
還
金
も
給
付
も
な
い
。
し
か
し
団
体
年
金
採
用
の
多
数
会
社
は
、
別
個
の
団
体
生
命
保
険
に
よ
っ
84 
し
、
連
邦
所
得
税
か
ら
の
免
除
を
許
し
て
い
な
い
。
等
の
理
由
の
あ
る
と
き
だ
け
制
度
の
終
了
を
許
し
て
い
る
。
は
事
業
費
と
し
て
課
税
を
免
れ
る
の
で
あ
る
が
、
4
 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
国
金
額
は
、
そ
れ
ま
で
に
権
利
の
で
き
た
年
金
額
と
保
険
計
理
的
に
等
し
い
金
額
で
あ
っ
て
、
多
く
の
場
合
す
こ
ぶ
る
僅
か
な
年
金
額
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
少
数
の
制
度
な
が
ら
永
久
全
部
廃
疾
に
は
雇
主
の
負
担
金
を
も
帰
属
さ
せ
、
被
用
者
に
一
一
方
で
は
廃
疾
退
職
日
ま
で
に
で
き
た
権
利
に
荼
づ
き
標
準
退
職
年
令
で
受
取
る
年
金
額
を
実
際
退
職
時
か
ら
支
給
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
雇
主
は
別
に
負
担
金
を
支
出
し
て
付
加
的
年
金
を
与
え
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
僅
少
の
雇
主
な
が
ら
被
用
者
が
六
五
オ
で
支
給
開
始
の
O
A
S
I
年
金
額
に
等
し
い
定
期
年
金
を
実
際
退
職
時
か
ら
与
え
て
い
る
。
多
数
の
大
規
模
な
制
度
、
殊
に
団
体
交
渉
か
ら
の
制
度
で
は
永
久
全
部
廃
疾
に
対
し
分
離
さ
れ
且
つ
明
確
に
な
っ
て
い
る
一
給
付
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
年
金
額
は
予
め
示
さ
れ
、
標
準
退
職
年
金
額
の
或
る
割
合
ま
た
ほ
退
職
時
給
料
の
或
る
割
合
ま
た
は
均
一
額
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
団
体
交
渉
型
の
数
制
度
で
は
六
五
オ
ま
で
一
カ
月
五
0
ド
ル
の
廃
疾
年
金
を
与
え
、
六
五
オ
か
ら
、
廃
疾
日
ま
で
に
権
利
発
生
の
標
準
退
職
年
金
額
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
自
家
年
金
制
度
で
は
廃
疾
年
金
は
通
常
、
退
職
年
金
と
同
じ
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
被
保
険
式
制
度
で
は
同
制
度
の
全
体
を
な
す
一
部
分
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
或
い
は
、
そ
れ
は
保
険
会
社
が
廃
疾
危
険
の
契
約
を
好
ま
な
い
場
釦
で
あ
る
が
、
退
職
制
度
と
別
個
の
自
家
廃
疾
年
金
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
制
度
の
終
了
ー
一
般
に
退
職
年
金
制
度
で
は
長
年
月
の
間
被
用
者
の
負
担
金
は
課
税
後
の
純
所
得
か
ら
払
わ
れ
、
雇
主
の
そ
れ
括
金
で
引
出
す
こ
と
を
許
す
も
の
も
あ
る
。
制
度
に
よ
っ
て
は
雇
主
負
担
金
の
権
利
帰
属
の
条
件
が
厳
重
を
極
め
る
も
の
が
あ
る
。
課
税
上
注
意
し
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
条
件
を
充
し
た
僅
か
の
恵
ま
れ
た
者
だ
け
に
制
度
終
了
に
際
し
積
立
金
を
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
財
務
省
は
破
算
・
債
務
不
履
行
・
所
有
権
の
変
更
・
経
営
陣
の
変
更
・
負
担
金
継
続
の
経
済
的
不
能
（
川
元
）
そ
し
て
こ
れ
等
の
理
由
以
外
で
は
雇
主
の
負
担
金
も
全
課
税
年
度
に
対
. 
ノ‘
85 
（
川
元
）
七
年
金
制
度
の
終
了
に
際
し
て
ほ
年
金
制
度
に
所
属
す
る
資
金
は
す
べ
て
現
職
な
ら
び
に
退
職
の
被
用
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
い
さ
れ
る
制
度
で
は
全
払
込
済
年
金
（
雇
主
の
負
担
金
で
の
購
入
分
を
含
む
）
る
。
但
し
同
制
度
の
あ
ら
ゆ
る
債
務
を
満
足
さ
せ
た
後
残
る
金
額
は
雇
主
の
取
得
を
許
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
或
い
は
毎
年
年
金
の
購
入
⑧
 
へ
の
権
利
が
普
通
被
用
者
に
帰
属
す
る
。
注
山
D
.
M
.
M
c
G
i
l
l
:
 
F
u
n
d
a
m
e
n
t
a
l
s
 o
f
 P
r
i
v
a
t
e
 P
e
n
s
i
o
n
s
,
 p
p
.
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~
6
5
 
図
K.
B
l
a
c
k
,
 Jr.: 
G
r
o
u
p
 A
n
n
u
i
t
i
e
s
,
 p.80 
③
B
a
n
k
e
r
s
 T
r
u
s
t
 C
o
.
の
一
九
五
O
~
五
二
年
の
慣
習
型
の
調
査
で
七
五
彩
以
上
が
何
等
か
の
形
で
、
離
職
の
と
き
の
権
利
帰
属
を
認
め
て
い
る
。
（
本
文
第
6
表
は
こ
の
明
細
表
で
あ
る
。
）
連
邦
保
障
庁
の
三
四
六
の
団
体
年
金
の
研
究
で
も
九
四
彩
が
条
件
的
帰
属
で
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
(
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
"
i
b
i
d
.
,
 p.59) 
山
K.
B
l
a
c
k
,
 Jr.: 
ibid., 
p.80 
固
団
体
年
金
を
み
る
に
、
以
前
は
無
利
息
が
流
行
し
た
が
、
近
年
そ
の
流
行
が
衰
え
て
来
た
。
こ
の
た
め
に
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
が
、
被
用
者
へ
の
好
影
響
が
こ
れ
を
償
っ
て
余
り
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
カ
ナ
ダ
の
制
度
の
約
五
0
％
が
無
利
息
の
基
礎
に
よ
る
由
。
(K.
B
l
a
c
k
,
 
Jr.: 
ibid., 
p.77) 
⑥
こ
の
場
合
の
個
別
保
険
年
金
契
約
団
体
取
扱
（
無
醸
出
制
）
に
お
け
る
年
金
支
給
開
始
前
の
現
金
価
格
(
c
a
s
h
v
a
l
u
e
)
と
は
そ
の
年
金
購
入
に
払
込
ま
れ
た
負
担
金
総
額
（
利
息
付
或
い
は
無
利
息
）
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
切
通
常
の
据
置
団
体
年
金
制
度
で
は
直
接
に
は
廃
疾
給
付
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。
以
前
同
上
制
度
に
永
久
全
部
廃
疾
に
な
っ
た
被
用
者
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
規
定
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
等
の
給
付
は
保
険
会
社
が
一
般
に
生
命
保
険
契
約
に
付
し
た
永
久
全
部
廃
疾
所
得
給
付
を
中
止
或
い
は
大
修
正
す
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
と
き
、
団
体
年
金
契
約
か
ら
こ
れ
を
除
い
た
。
(K.
Black, Jr.: ibid••p.81) 
⑧
プ
ラ
ッ
ク
の
著
書
に
「
団
体
年
金
制
度
の
修
正
或
い
は
中
止
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
で
次
に
こ
れ
を
述
べ
よ
う
。
⑱
制
度
の
修
正
ー
修
正
に
は
大
小
種
々
あ
る
が
、
多
数
の
修
正
は
O
A
S
I
制
度
の
結
果
行
わ
れ
た
。
こ
の
湯
合
修
正
の
日
ま
で
に
生
じ
た
給
付
に
つ
い
て
被
用
者
が
不
利
な
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
が
目
的
で
あ
る
。
⑮
制
度
の
中
止
ー
団
体
年
金
契
約
で
は
雇
主
は
つ
ね
に
、
そ
の
年
金
の
購
入
の
中
止
を
文
書
に
よ
り
保
険
会
社
に
通
知
し
、
或
い
は
支
払
日
の
到
来
し
た
保
険
料
を
単
に
支
払
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
保
険
会
社
も
下
記
の
三
条
件
の
一
つ
で
、
よ
り
以
上
の
保
米
国
冦
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
86 
る。 ト
引
受
け
が
不
可
能
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
他
方
年
金
額
を
大
き
く
す
る
た
め
に
被
用
者
が
進
ん
で
醸
出
す
る
こ
と
に
し
た
制
度
も
あ
る
。
若
干
の
制
度
で
は
そ
の
価
値
の
よ
り
良
き
認
識
を
目
的
と
し
て
同
上
制
を
と
っ
て
い
る
。
無
醸
出
制
を
と
る
制
度
は
大
部
分
繰
延
払
賃
金
の
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
観
念
を
認
め
な
い
な
ら
ば
単
一
負
担
の
論
拠
は
か
②
 
な
り
薄
れ
る
。
し
か
し
同
論
拠
を
強
め
る
も
の
と
し
て
は
、
単
一
負
担
に
よ
っ
て
被
用
者
の
干
渉
か
ら
比
較
的
自
由
と
な
り
、
管
理
上
便
利
で
も
あ
り
、
ま
た
積
立
に
融
通
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
展
々
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
雇
主
の
負
担
金
は
税
法
で
事
業
費
と
し
て
控
除
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
も
そ
の
有
力
な
一
論
拠
で
あ
る
。
被
用
者
が
自
己
の
退
職
年
金
に
醸
出
す
る
負
担
金
は
税
払
の
手
取
所
得
か
ら
払
わ
れ
て
お
り
、
ー
六
米
国
冠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
険
料
の
収
受
を
拒
み
、
制
度
の
中
止
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
切
保
険
料
猶
予
期
間
内
の
保
険
料
不
払
込
回
加
入
者
が
一
定
数
（
二
五
人
ま
た
は
五
0
人
）
未
満
と
な
り
、
或
い
は
醸
出
制
の
醸
出
被
用
者
数
が
加
入
有
資
格
者
数
の
七
五
彩
未
満
に
な
っ
た
と
き
州
保
険
会
社
が
契
約
の
条
文
に
従
い
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
新
料
率
ま
た
は
新
条
件
に
雇
主
が
同
意
し
な
い
と
き
で
あ
る
。
大
多
数
の
醸
出
制
団
体
年
金
で
は
こ
の
中
止
の
湯
合
雇
主
負
担
金
の
被
用
者
へ
の
権
利
帰
属
が
即
時
無
条
件
で
行
わ
れ
も
る
の
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
大
多
数
の
会
社
は
中
止
し
た
制
度
の
復
活
期
間
と
し
て
1
カ
年
を
与
え
て
い
る
。
復
活
の
場
合
中
止
期
間
の
保
険
料
払
込
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
払
わ
ぬ
よ
う
に
も
取
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(K.
Black, J
r
.
:
 ibid••pp.89~90) 
経
理
的
に
は
退
職
年
金
コ
ス
ト
を
被
用
者
も
負
担
す
る
か
否
か
に
従
い
醸
出
制
と
無
醸
出
制
と
が
あ
る
。
被
用
者
醸
出
の
是
非
ー
伝
統
的
な
が
ら
今
日
で
も
醸
出
制
が
数
に
お
い
て
優
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
麗
主
の
経
済
状
態
が
全
コ
ス
そ
の
負
担
金
は
同
じ
一
ド
ル
で
も
雇
主
以
上
に
醸
出
者
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
論
ぜ
ら
れ
て
い
財
政(1)
（
川
元
）
八
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（
川
元
）
ル
に
つ
い
て
は
被
用
者
に
負
担
さ
せ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
四
彩
が
、
2
 
的
交
渉
力
（
団
体
交
渉
の
場
合
）
九
一
九
五
要
す
る
に
或
る
年
金
制
度
の
決
定
は
広
い
意
味
の
経
済
お
よ
ぴ
課
税
事
情
•
他
産
業
会
社
の
同
制
度
の
実
施
情
況
・
労
資
間
の
相
対
な
く
、
・
会
社
の
収
益
事
情
お
よ
び
雇
主
の
政
策
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
③
 
団
体
交
渉
型
お
よ
び
慣
習
型
制
度
と
醸
出
の
実
際
ー
団
体
交
渉
型
で
は
雇
主
が
全
負
担
金
を
引
受
け
る
傾
向
が
あ
る
。
o
i五
二
年
B
a
n
k
e
r
s
T
r
u
s
t
 Co.
が
行
っ
た
九
七
の
同
上
型
制
度
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
被
用
者
に
負
担
金
を
要
求
し
た
も
の
が
一
つ
も
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
僅
少
の
同
上
型
は
被
用
者
の
自
発
的
な
負
担
金
を
許
し
て
い
る
。
慣
習
型
の
大
多
数
で
は
被
用
者
も
負
担
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
反
対
の
方
向
へ
の
傾
向
が
新
設
定
お
よ
び
修
正
さ
れ
た
制
度
の
中
に
起
っ
て
来
て
い
る
。
例
え
ば
連
邦
保
障
庁
の
新
設
団
体
年
金
の
調
査
に
よ
れ
ば
醸
出
制
は
一
九
三
八
l
四
二
年
の
九
一
九
四
二
l
四
六
年
で
は
五
八
形
に
逆
転
、
世
界
第
二
次
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
流
行
し
一
九
四
八
年
頂
点
八
五
彩
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
再
逆
転
し
て
一
九
五
0
年
頃
に
は
五
九
彩
と
な
っ
た
。
ま
た
B
a
n
k
e
r
s
T
r
u
s
t
 Co.
の
慣
習
型
制
度
の
研
究
で
も
相
似
た
一
般
的
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
醸
出
制
で
も
年
所
得
の
う
ち
最
初
の
三
0
0
0ド
ル
或
い
は
三
六
0
0ド
一
九
五
O
~五
二
年
に
設
定
の
同
上
型
の
う
ち
三
五
彩
は
何
等
の
同
負
担
が
ま
た
二
五
彩
は
一
―
1
0
0
0ド
ル
以
下
の
年
所
得
に
対
し
て
は
負
担
金
を
求
め
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
の
う
ち
の
大
部
分
は
三
六
0
0ド
ル
以
下
の
年
所
得
に
対
し
て
負
担
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
全
所
得
に
つ
い
て
の
被
用
者
負
担
を
求
め
る
も
の
は
三
七
彩
だ
け
で
あ
っ
た
。
負
担
金
と
基
金
積
立
方
法
ー
団
体
交
渉
型
を
除
き
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
年
金
制
度
は
前
払
積
立
(
a
d
v
a
n
c
e
f
u
n
d
i
n
g
)
を
実
施
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
退
職
年
金
の
支
給
に
必
要
と
さ
れ
る
金
額
が
退
職
時
に
先
だ
ち
取
っ
て
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
時
そ
の
制
度
の
終
了
を
行
っ
て
も
終
了
の
時
日
ま
で
に
権
利
付
与
年
金
は
す
べ
て
支
給
で
き
る
よ
う
な
方
法
、
或
は
合
理
的
な
或
る
期
間
に
米
国
乱
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
88 
準
備
も
さ
れ
て
い
な
い
。
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
そ
の
こ
と
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
方
法
を
完
全
稿
立
(full
f
u
n
d
i
n
g
)
 
の
方
法
と
い
う
。
完
全
積
立
は
大
部
分
は
過
去
勤
務
年
金
に
対
し
て
如
何
に
す
る
か
で
そ
の
然
る
や
否
や
が
定
ま
る
。
前
者
の
意
味
で
の
完
全
積
立
の
制
度
は
ま
だ
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
財
務
省
の
規
定
に
よ
れ
ば
取
り
お
か
る
べ
き
金
額
は
最
少
限
度
、
当
年
度
に
権
利
発
生
の
年
金
債
務
に
、
過
去
勤
務
年
金
債
務
に
は
積
立
て
が
な
い
も
の
と
し
て
の
そ
の
無
積
立
の
過
去
勤
務
債
務
へ
の
利
息
（
予
定
利
率
に
よ
る
）
相
当
額
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
上
前
払
積
立
方
法
を
採
る
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
、
当
年
度
に
権
利
発
生
の
年
金
を
支
給
す
る
の
に
充
分
な
資
金
に
、
過
去
勤
務
債
務
の
一
部
を
加
え
た
も
の
を
毎
年
と
っ
て
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
全
債
務
を
実
行
可
能
の
最
も
早
い
時
日
に
積
立
て
る
よ
う
期
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
多
数
の
団
体
交
渉
型
お
よ
び
若
干
の
他
の
制
度
は
、
退
職
時
一
時
払
積
立
(terminal
f
u
n
d
i
n
g
)
の
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
は
退
職
被
用
者
に
支
給
さ
れ
る
年
金
は
完
全
に
積
立
て
ら
れ
る
が
、
現
職
被
用
者
へ
の
権
利
発
生
年
金
に
対
し
て
は
何
等
の
或
る
限
ら
れ
た
数
の
制
度
が
無
積
立
(a
pay-as‘you-go, c
a
s
h
 d
i
s
b
u
r
s
e
m
e
n
t
)
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
年
金
債
務
支
弁
に
つ
き
何
の
資
金
も
前
以
て
取
り
お
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
給
料
支
払
と
同
様
に
取
扱
わ
札
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
現
職
お
よ
び
退
職
被
用
者
と
も
に
そ
の
年
金
支
給
に
対
し
何
等
、
分
離
さ
れ
た
基
金
或
い
は
第
三
者
的
保
証
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
第
三
者
的
保
証
の
あ
る
唯
一
の
制
度
は
生
命
保
険
会
社
と
の
契
約
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
直
接
参
加
保
証
式
で
は
保
険
会
社
は
既
払
保
険
料
が
支
弁
可
能
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
債
務
の
支
払
に
当
る
。
課
税
金
額
か
ら
の
控
除
に
つ
い
て
は
前
述
（
本
稿
「
加
入
範
囲
お
よ
び
加
入
資
格
条
件
」
）
の
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
雇
主
ほ
権
利
発
生
年
金
の
コ
ス
ト
お
よ
び
、
毎
年
と
っ
て
お
か
る
べ
き
金
額
の
積
立
に
か
な
り
の
融
通
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
コ
ス
ト
（
川
元
）
1
0
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一
方
非
被
保
険
式
の
負
担
金
は
開
業
保
険
計
理
士
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
が
、
同
計
理
士
ほ
如
何
な
る
財
政
的
責
任
を
も
負
う
も
の
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
負
担
金
は
離
職
や
繰
延
退
職
を
計
算
に
入
れ
る
の
み
で
な
く
、
死
亡
や
利
息
に
関
し
て
保
険
会
社
の
計
算
に
お
け
る
よ
り
も
、
れ
、
ど
の
被
用
者
に
つ
い
て
も
退
職
日
ま
で
に
は
完
全
な
な
し
崩
し
的
年
金
購
入
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
多
数
の
非
4
 
被
保
険
式
で
は
こ
の
よ
う
な
債
務
に
対
す
る
年
賦
償
還
的
購
入
は
何
等
試
み
ら
れ
て
い
な
州
。
負
担
金
の
計
算
方
式
ー
上
記
の
よ
う
に
団
体
交
渉
型
を
除
き
前
払
積
立
が
普
通
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
勤
務
へ
の
積
立
は
別
と
し
て
こ
こ
に
将
来
の
勤
務
に
対
す
る
負
担
金
の
計
算
方
法
を
述
べ
よ
う
。
均
一
負
担
割
合
（
対
給
料
）
方
式
(level
p
e
r
c
e
n
t
a
g
e
 of 
payroll 
m
e
t
h
o
d
)
ー
こ
の
方
法
は
科
学
的
自
家
年
金
を
含
み
、
負
担
金
額
建
方
式
で
、
最
も
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
年
金
額
は
全
期
平
均
給
料
型
、
或
い
は
最
終
平
均
給
料
型
が
と
ら
れ
る
。
そ
し
て
負
担
金
は
つ
ね
に
給
料
に
対
し
或
る
一
定
の
割
合
と
し
て
表
わ
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
計
算
に
は
予
想
給
料
表
・
現
価
お
よ
び
終
価
計
算
に
用
う
る
予
定
利
率
．
死
亡
率
生
存
率
等
々
が
使
用
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
方
法
で
は
払
込
期
間
の
初
め
の
方
で
は
負
担
金
は
そ
の
年
々
の
権
利
発
生
年
金
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
超
え
る
金
額
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
毎
年
権
利
発
生
の
年
金
額
を
同
一
と
し
て
も
年
令
の
進
む
と
共
に
負
担
金
が
高
く
な
り
、
さ
ら
に
全
期
平
均
給
料
型
で
は
そ
の
上
普
通
増
給
が
あ
る
か
ら
毎
年
い
な
い
。
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
仮
定
が
膜
々
内
輪
と
い
え
な
い
。
（
川
元
）
ま
た
多
く
の
被
保
険
式
で
は
過
去
勤
務
債
務
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
が
毎
年
払
わ
の
算
定
に
は
将
来
の
死
亡
•
投
資
上
の
収
益
・
離
職
・
繰
延
退
職
そ
の
他
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
年
金
コ
ス
ト
を
低
く
算
定
す
る
仮
定
は
明
か
に
基
金
の
支
払
能
力
を
害
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
被
保
険
式
の
計
算
は
預
金
管
理
式
お
よ
び
直
接
参
加
保
証
式
は
別
と
し
て
、
も
っ
と
も
内
輪
の
基
礎
に
よ
り
行
わ
れ
、
離
職
お
よ
び
繰
延
退
職
に
対
し
て
何
等
の
予
想
も
な
さ
れ
て
90 
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（ハ）
米
国
冦
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
日
追
加
的
に
権
利
新
発
生
の
年
金
額
が
加
わ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
も
分
る
で
あ
ろ
う
。
付
加
的
平
準
負
担
金
方
式
(individual
level 
p
r
e
m
i
u
m
 basis) -
こ
の
場
合
死
亡
率
と
利
率
の
み
が
考
慮
さ
れ
、
給
料
は
全
期
一
定
で
ま
た
離
職
は
な
い
も
の
と
仮
定
し
て
、
一
応
平
準
負
担
金
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。
増
給
の
と
き
に
は
そ
の
時
の
年
令
で
の
増
給
分
に
対
す
る
付
加
的
負
担
金
が
、
毎
年
同
額
増
徴
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
或
る
被
用
者
に
つ
い
て
継
続
的
に
増
給
あ
り
と
す
れ
ば
、
負
担
金
は
継
続
的
に
累
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
負
担
金
の
増
加
は
単
に
絶
対
額
だ
け
で
な
く
対
給
料
割
合
で
も
起
り
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
に
な
っ
て
切
の
場
合
よ
り
も
雇
主
は
負
担
を
重
く
惑
ず
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
毎
年
一
時
払
負
担
金
方
式
(single
p
r
e
m
i
u
m
 o
r
 "
s
t
e
p
 r
a
t
e
"
 basis) 
-
こ
の
方
式
で
は
毎
年
権
利
発
生
の
年
金
の
コ
ス
ト
は
一
時
払
負
担
金
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
以
後
の
年
々
に
権
利
発
生
の
年
金
に
対
し
て
は
い
回
と
異
な
り
何
の
⑤
 
考
慮
も
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
負
担
率
ー
醸
出
制
で
は
被
用
者
負
担
金
の
額
が
払
込
能
力
に
合
理
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
担
金
が
高
す
ぎ
る
と
充
分
な
数
の
被
用
者
が
同
制
度
の
保
護
を
選
ば
ぬ
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
で
は
同
制
度
設
定
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
ず
、
ま
た
次
の
実
際
的
見
地
か
ら
も
支
障
を
来
た
す
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
例
え
ば
醸
出
制
団
体
年
金
で
は
少
な
く
と
も
加
入
有
資
格
被
用
者
の
七
五
％
が
制
度
設
定
に
際
し
加
入
選
択
を
行
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
年
金
額
建
方
式
制
度
で
は
従
来
の
最
も
一
般
的
な
実
際
採
用
方
法
は
、
被
用
者
負
担
金
の
給
料
へ
の
割
合
す
な
わ
ち
負
担
率
の
数
を
将
来
勤
務
年
金
額
の
給
料
へ
の
割
合
（
百
分
率
）
の
二
倍
i
三
倍
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
年
金
額
が
そ
の
給
料
の
一
％
宛
生
ず
る
も
の
と
す
れ
ば
、
被
用
者
の
負
担
率
は
普
通
そ
の
給
料
の
二
彩
i-
―
―
彩
と
定
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
雇
主
は
同
制
度
で
保
証
さ
れ
て
い
る
将
来
の
勤
務
に
対
す
る
年
金
額
を
準
備
す
る
た
め
、
そ
れ
に
不
足
す
る
金
額
を
負
担
す
る
。
さ
ら
に
雇
主
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
過
去
（口）
（
川
元
）
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（
川
元
）
の
勤
務
に
対
す
る
年
金
額
に
必
要
な
全
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
。
一
時
払
コ
ス
ト
の
一
〇
彩
よ
り
も
多
い
払
込
を
要
負
担
金
建
方
式
で
は
扉
主
の
負
担
率
と
被
用
者
の
そ
れ
と
の
間
に
一
定
の
比
率
が
定
め
ら
れ
、
前
者
は
少
な
く
と
も
後
者
と
同
率
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
若
千
の
制
度
で
は
後
者
の
二
倍
或
い
は
三
倍
を
醸
出
し
て
い
る
。
負
担
金
建
で
は
雇
主
負
担
率
が
予
め
容
易
に
分
り
雇
主
に
便
利
で
あ
る
の
に
反
し
、
年
金
額
建
で
は
雇
主
負
担
金
は
上
記
の
よ
う
に
補
完
的
で
あ
り
、
不
確
定
で
あ
る
。
団
体
年
金
負
担
金
の
払
込
方
法
ー
据
置
団
体
年
金
で
負
担
金
の
払
込
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
実
行
し
易
い
の
で
月
払
で
給
料
か
ら
差
引
く
方
法
が
通
常
行
わ
れ
て
い
る
。
雇
主
は
一
括
し
て
一
年
分
を
払
い
、
被
用
者
は
月
払
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
無
醸
出
制
で
も
醸
出
制
ほ
ど
で
な
い
が
雇
主
負
担
金
の
月
払
が
多
い
。
将
来
の
勤
務
へ
の
負
担
金
に
つ
い
て
ー
団
体
年
金
月
払
の
場
合
保
険
会
社
に
送
る
保
険
料
は
雇
主
の
負
担
金
に
、
前
月
の
間
に
被
用
者
給
料
か
ら
差
引
い
て
得
た
被
用
者
負
担
金
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
多
数
会
社
は
或
る
一
年
末
で
の
被
用
者
お
よ
び
雇
主
の
各
負
担
金
総
計
の
比
を
計
算
し
、
翌
年
の
間
麗
主
の
負
担
金
を
こ
の
比
率
に
基
づ
く
よ
う
に
し
、
年
末
に
適
当
な
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
コ
ス
ト
支
弁
の
た
め
に
或
る
合
理
的
な
融
通
性
を
雇
主
に
与
え
て
い
る
。
過
去
の
勤
務
へ
の
負
担
金
に
つ
い
て
1
こ
の
負
担
金
の
金
額
は
制
度
の
実
施
日
に
お
け
る
全
過
去
勤
務
に
対
す
る
年
金
額
へ
の
一
時
払
保
険
料
と
い
え
る
。
こ
の
コ
ス
ト
の
実
際
上
の
払
込
に
は
か
な
り
の
融
通
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
連
邦
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
雇
主
の
負
担
金
に
対
し
て
は
所
得
税
計
算
に
際
し
一
年
に
つ
き
一
時
払
コ
ス
ト
の
一
〇
彩
以
内
を
控
除
に
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
或
る
制
度
で
退
職
年
令
に
既
に
達
し
或
い
は
こ
れ
に
近
い
老
令
被
用
者
に
対
す
る
か
な
り
の
給
付
金
額
を
含
む
も
の
と
す
れ
ば
、
保
険
会
社
は
彼
等
の
退
職
日
前
に
そ
の
給
付
を
全
額
購
入
す
る
よ
う
、
求
で
き
る
。
こ
の
場
合
同
税
法
に
よ
れ
ば
雇
主
が
或
る
一
課
税
年
度
に
控
除
を
許
さ
れ
て
い
る
負
担
金
額
の
超
過
分
は
み
な
将
来
の
課
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
国
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被用者離職に際する雇主への
返還保険料の計算例(2年勤務後）
第2年度末に被用者離職の場合
第 1年度間の払込額
第2度末迄の 2形の利息
第2年度払込額
第2年度末合計額
返遠保険料＝合計額の96飴
被用者へ 100%返遠のときの返遠保険料
但し雇主は上記差額を払うものとす
崩主・被用者ともに月10ドルの負担と仮定。
この計箕は月払のとき適用のもの。 （年払のときは利息は経過月
の全部に対して与えられる。）
被用者
$120.00 
2.40 
120.00 
242.40 
232. 70 
242.40 
K. Black, Jr.: ibid,, p.87 
し
な
い
。
8
 
米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
国
離
職
の
場
合
の
雇
主
負
担
金
の
返
還
ー
据
置
団
体
年
金
に
お
い
て
雇
主
に
よ
っ
て
購
わ
れ
た
年
金
は
被
用
者
が
離
職
。
死
亡
・
廃
疾
と
な
っ
た
と
き
取
消
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
払
わ
れ
た
保
険
料
（
利
息
付
）
の
九
六
形
が
雇
主
に
与
え
ら
れ
る
。
過
去
勤
務
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
普
通
同
上
（
利
息
付
）
の
九
六
形
か
同
上
（
無
利
息
）
の
全
額
の
う
ち
大
き
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
被
用
者
へ
退
職
前
の
死
亡
は
雇
主
の
保
険
料
率
の
計
算
で
予
期
さ
れ
、
対
し
払
込
ま
れ
て
来
た
麗
主
の
保
険
料
は
生
残
者
に
対
し
て
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
予
期
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
雇
主
は
離
職
者
が
健
康
で
あ
る
と
き
だ
け
保
険
料
の
返
還
を
受
け
得
る
。
経
験
に
よ
れ
ば
離
職
被
用
者
が
健
康
な
り
や
否
や
を
保
険
会
社
が
決
定
す
る
こ
と
は
、
管
理
上
困
難
な
問
題
で
あ
っ
て
、
普
通
雇
主
が
報
告
書
を
提
出
す
る
が
、
秘
密
調
査
に
よ
り
こ
れ
を
補
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
被
用
者
に
保
険
料
率
の
保
証
ー
団
体
年
金
で
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る
当
初
の
料
率
は
通
常
五
ヵ
年
保
証
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
期
間
後
の
料
率
は
毎
年
保
険
会
社
が
九
0
日
の
予
告
を
も
っ
て
契
約
応
当
日
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
の
会
社
で
は
新
料
率
を
五
カ
年
保
証
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
よ
う
な
料
率
の
変
更
は
変
更
の
効
力
発
生
前
に
購
入
の
年
金
に
は
影
響
雇主
$120.00 
2.40 
120.00 
242.40 
232. 70 
223.00 
の
四
形
の
控
除
金
は
普
通
扉
主
が
引
受
け
て
い
る
。
7
 
税
年
度
に
繰
越
す
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
（
川
元
）
一
四
93 
(5) 
こ
の
切
お
よ
び
い
は
左
記
の
文
献
か
ら
或
る
程
度
数
字
に
よ
る
説
明
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
合
計 三オ
• 
．
 
五
九
才 D.M. McGill, e
d
i
t
e
d
:
 
P
e
n
s
i
o
n
s
,
 P
r
o
b
l
e
m
s
 a
n
d
 T
r
e
n
d
s
,
 
p
p
.
2
9
~
3
0
,
 p
p
.
3
7
~
4
3
,
 p
p
.
1
2
3
~
1
3
1
 
②
こ
の
「
被
用
者
の
干
渉
か
ら
の
自
由
」
の
意
味
に
は
「
そ
の
管
理
に
従
業
員
の
参
加
を
要
求
さ
れ
る
の
で
な
い
か
と
い
う
危
惧
」
（
日
本
生
産
性
本
部
•
生
命
保
険
五
二
八
頁
）
や
「
労
資
交
渉
の
対
象
と
な
っ
た
湯
合
に
労
働
者
は
自
分
達
の
醸
出
割
合
に
比
例
し
て
支
給
を
増
加
し
よ
う
と
す
る
お
そ
れ
」
（
労
働
省
労
基
局
・
退
職
金
と
年
金
制
度
の
実
際
一
八
0
頁
）
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
矧
一
九
四
九
年
米
国
合
同
鉄
鋼
労
組
(U.S.A.)
が
鉄
鋼
産
業
使
用
者
側
と
行
っ
た
年
金
・
保
健
・
保
障
・
賃
上
げ
の
交
渉
で
、
使
用
者
側
の
負
担
の
点
に
問
題
が
起
り
事
態
が
逼
迫
し
た
。
そ
の
と
き
大
統
領
の
命
に
よ
り
調
査
委
員
会
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
報
告
で
「
社
会
保
険
お
よ
び
年
金
の
費
用
は
正
常
な
事
業
経
費
の
一
部
と
考
え
ら
る
べ
き
で
」
あ
り
、
ま
た
「
年
金
の
経
費
は
一
年
一
被
用
者
当
り
最
高
―
二
0
ド
ル
ま
で
」
と
勧
告
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
使
用
者
負
担
の
年
金
制
度
を
確
立
す
る
上
に
他
産
業
に
も
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
。
（
藤
林
敬
一
―
-
•
退
職
金
と
年
金
制
度
一
七
二
l
四
頁
）
ぬ
前
払
稼
立
を
可
と
す
る
理
由
を
い
ま
少
し
く
考
察
す
る
に
、
一
般
的
に
は
扉
主
は
被
用
者
が
麗
主
の
事
業
の
利
潤
に
貢
献
し
て
い
る
年
々
に
、
そ
の
被
用
者
の
年
金
に
対
し
準
備
す
べ
し
と
い
う
に
あ
る
。
被
用
者
側
か
ら
は
、
そ
の
完
全
積
立
か
ら
離
れ
て
い
る
程
度
に
応
じ
て
、
第
一
1
一
者
的
保
証
を
欠
き
、
雇
主
の
好
意
と
財
政
的
能
力
に
依
頼
し
こ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
単
に
不
安
を
惑
ず
る
だ
け
で
な
く
実
際
上
年
金
支
給
な
く
困
却
す
る
を
保
し
難
い
。
一
方
雇
主
側
も
積
立
て
の
遅
れ
る
ほ
ど
負
担
金
の
合
計
額
が
（
利
息
を
考
え
な
い
場
合
で
あ
る
が
）
よ
り
多
額
と
な
り
重
い
負
担
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
一
覧
表
で
例
示
し
よ
う
。
（
D.M.
McGill, ed·"ibid••p.39, 
p.131) 
諸
種
の
負
担
計
算
方
式
に
よ
る
負
担
金
比
較
表
(McGill,
ed・, 
ibid., 
p-.131) 
ー
ニ
0
オ
加
入
•
六
0
オ
退
職
・
給
料
年
一
―1
0
0
0
ド
ル
（
毎
年
同
じ
）
年
金
年
一
五00
ド
ル
・
予
定
利
率
一
―
―
彩
ー
均
一
負
担
割
合
方
式
（
対
給
料
六
・
九
彩
）
毎
年
一
時
負
担
金
方
式
（
毎
年
権
利
発
生
年
金
三
七
•
五0
ド
ル
）
―
―
六
・
―
―
1
0
ド
ル
四
六
0
•
八
0
1
1
0
オ
年
令
二
0
七
ド
ル
米
国
冠
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
曰
八
、
二
八
0
(対
給
料
六
・
九
彩
）
1
1
0
七．
 
二
0
七
（
川
元
）
九
、
五
八
四
•
0
0
 
C
同
上
八
％
）
一
五
一
九
・
三
四
0
(同
上
一
六
・
一
％
）
退
職
時
一
時
払
稼
立
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勤 務 残 存 表
勤務残存数
(1) 
30 10,000 
31 7,463 
502,．737 
51 2,. 671 
6.4 1,．839 
65 1. 735 
第(2)欄の数字は 1937Standard Annuity Tableによる。
第(41梱は廃疾給付の与えられぬときは離識と合併する。
年令 数嗜一
1
6
1
2
.. 1314 .. 5 
廃 米
国
私
営
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
日
D
.
M
.
 M
c
G
i
l
l
 
:
 ibid., 
p
p
.
 1
4
6
~
1
6
9
 
J.A•Hamilton 
a
n
d
 D.C. 
B
r
o
n
s
o
n
"
P
e
n
s
i
o
n
s
,
 p
p
.
 2
1
9
-
`
2
7
5
 
労
働
省
労
基
局
「
退
職
金
と
年
金
制
度
の
実
際
」
―
二
八
l
-―
―
二
頁
、
一
八
0
l八
三
頁
い
ま
簡
単
に
切
の
均
一
負
担
割
合
方
式
に
よ
る
全
期
平
均
給
料
型
（
将
来
の
勤
務
に
対
す
る
も
の
）
の
負
担
金
計
算
方
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
（
日
本
生
産
性
本
部
・
同
上
書
五
―
―
―
五
l
-―
一
六
頁
M
c
G
i
l
l
:
ibid., 
p
p
.
 1
1
6
~
1
2
0
)
こ
の
場
合
被
用
者
の
各
年
令
の
死
亡
率
・
年
金
支
払
開
始
後
の
死
亡
率
．
廃
疾
率
．
離
職
率
等
を
示
す
経
験
表
に
よ
り
例
え
ば
上
掲
の
よ
う
な
勤
務
残
存
表
(service
table)
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
等
以
外
の
要
素
と
し
て
各
年
令
の
俸
給
率
と
糠
立
金
を
投
貸
し
て
得
ら
れ
る
利
率
を
予
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
乎
均
給
料
型
を
採
る
と
す
れ
ば
年
金
額
は
勤
続
期
間
中
の
乎
均
給
料
に
一
定
率
、
例
え
ば
一
％
と
勤
続
年
数
と
を
掛
け
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
均
一
負
担
割
合
方
式
を
と
る
と
す
れ
ば
、
年
々
の
負
担
金
は
そ
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
給
料
総
額
の
一
定
割
合
と
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
離
職
者
廃
疾
者
に
対
し
て
何
の
給
付
も
与
え
ぬ
も
の
と
し
ま
た
例
示
の
勤
務
残
存
表
を
用
い
れ
ば
、
制
度
設
定
時
一
―
-
0オ
の
被
用
者
一
万
人
中
標
準
退
職
年
令
六
五
オ
の
退
職
者
が
一
七
三
五
人
の
割
合
で
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
先
ず
一
七
三
五
人
に
対
す
る
上
述
の
方
法
に
よ
る
年
金
額
を
求
め
（
実
際
上
の
一
―
-
0オ
の
人
数
に
対
し
て
は
一
万
人
と
の
比
例
で
計
算
）
、
次
に
＝
ニ
オ
の
被
用
者
に
は
七
四
六
一
一
一
人
に
対
す
る
一
七
一
1
一
五
人
の
割
合
で
年
金
額
を
求
め
、
以
下
各
年
令
に
対
し
同
様
計
算
を
行
な
い
、
こ
れ
等
年
金
額
総
額
を
得
る
。
そ
し
て
実
際
上
の
総
人
数
に
対
し
て
は
各
年
令
別
に
比
例
で
求
め
た
も
の
4
合
計
を
算
出
し
、
さ
ら
に
こ
れ
等
年
金
額
合
計
に
対
し
て
必
要
な
六
五
オ
時
の
年
金
現
価
（
年
金
コ
ス
ト
、
計
算
法
省
略
）
総
額
A
を
算
定
す
る
。
次
に
制
度
設
定
時
現
在
の
実
際
被
用
者
に
対
し
、
前
記
の
給
料
率
と
勤
務
残
存
表
を
用
い
て
こ
れ
等
被
用
者
が
標
準
退
職
年
令
ま
で
に
支
払
わ
る
べ
き
全
給
料
終
価
総
額
B
を
求
め
る
。
A
-
B
を
r
と
す
れ
ば
毎
年
給
料
の
r彩
が
負
担
金
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
（
実
際
上
は
他
に
事
務
費
が
必
要
）
。
1)中の死亡者数
121 
21 
16 
： 
加
27 
： 
. 9 
離職者数
13) 
2,500 
1,269 
2} 
（
川
元
）
一
六
